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平成 1８年度 特定非営利活動法人さわおとの森 事業報告 
 
Ⅰ．事業の成果 

多機能サポートランドさわおとの森は、在宅障害児童を中心に在宅障害者も含め（以下利

用児・者という）障害者自立支援法介護給付の居宅系サービスを主に多機能支援で展開して

きました。このサービスはさわおとの森の所在地である仙塩地区及び黒川郡に無かったため

に予想以上に契約利用児・者があり、更に仙台市在住からの利用も多数ありました。 
さわおとの森はただ単に利用児・者を受入れるのではなく、療育支援・自立支援と楽しみ

の場の提供を行ってきており、利用当初は建物にも入れず不安定になっていた児童も利用を

重ねるにつれ生き生きとした笑顔で利用している様子が伺え、各種外出を行うことによって

今まで見知らぬ場所へ入れない方もその回数が減ってきて場所への適応力が付いてきてお

り、また家族からは子供たちの生活にとってメリハリがついた、自分でやろうとする意識が

出てきた、毎回楽しみにしているとの話しを受けております。 
また通所施設を利用している障害者の短期入所も受けてきて、本人の自立訓練を行いなが

ら宿泊することで、障害者にとっても自信と自立心が芽生えてきており、家族にとっては近

場でいざというときに預けられるということで安心して在宅生活ができるという話しを受

けております。 
課題としては、利用定員枠がニーズよりはるかに少ないためにもっと利用したくても利用

できないことと、障害児の報酬単価が実際の職員配置より低いために採算面で難しいことで

す。 
 
Ⅱ．事業の実施に関する事項 

１．障害児・者に対しての各種福祉サービス事業 
1)未就学デイサービス（児童デイサービス）（平成１８年４月 1 日～平成１９年３月３１日） 

【活動状況】 
未就学障害児の親子通園を実施。個別もしくは小集団での各種療育支援を行うことに

より児童の成長と家族の子育て技術の向上が図れ、今年３月に卒園して４月より幼稚園

等に入園出来る児童も現れた状況です。 
課題としては、昨年１０月から本格施行された自立支援法の中の児童デイサービスが

改正され、当園の維持運営を図るために 1 日平均７名の利用に向けて努力しましたが、

目標に届かなかったので次年度見直しを図ります。 
【場  所】 

多機能サポートランドさわおとの森 
【実施日数】 

２０６日実施（月曜～金曜 ９：３０～１３：００） 
【実利用者】 

実利用  15 人  延べ利用  ９１１人（1 日平均  4.4 人） 
【スタッフ数】 

１日平均３人 
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【そ の 他】 
言語聴覚士・作業療法士の専門職の協力   20 回実施（６月より２回／月） 

 
2)学童デイサービス（児童デイサービス） （平成１８年４月 1 日～平成１９年３月３１日） 

【活動状況】 
学童児に対して放課後時間に各種療育支援・自立支援を実施してきました。主に社会

体験を目的に外出を行い様々な場所に慣れる、経験する、運動する等実施。子供たちの

楽しみの場、メリハリのある生活の場になった、今まで出来ないことが出来るようにな

ってきたなどの家族の声も多数聞こえてくる状況です。 
しかし、昨年１０月の児童デイサービス改正により学童児の報酬単価が大幅に改定さ

れ、当園の維持を図るために利用希望者が非常に多いにもかかわらず利用制限せざるを

得なくなりました（１日述べ利用児童の７割以上を未就学児が占めなければ学童児の報

酬単価が大幅に下がるため）。代わりに短期入所や移動支援等の利用を勧めてきました。 
【場  所】 

多機能サポートランドさわおとの森を中心に近隣各種社会資源も利用 
【実施日数】 

２３１日実施（月曜～金曜 １：３０～１７：００） 
２１日実施（土曜 ９：３０～１２：００、１８年１０月以降は実施せず） 

【実利用数】 
実利用  ４１人   延べ利用 1483 人（1 日平均 5.9 人） 

【スタッフ数】 
１日平均５人 

 
3)短期入所（ショートステイ）（平成１８年４月 1 日～平成１９年３月３１日） 

【活動状況】 
障害児・者に対してただ単にお預かりではなく、学童デイサービスと同じ社会体験と

しての外出等のほかに、買物・食事作り・布団敷き等実時間に添っての生活訓練も実施

して、将来の自立に繋がる訓練的な要素の活動を展開してきました。当初宿泊に慣れて

おらず不安定になる方もおりましたが、定期的に利用するにつれ学童デイサービスと同

じく楽しみの場にもなっており、更に本人が出来る部分は自分でやろうとする意識の着

いた利用児・者も増えた状況です。 
昨年１０月より、それまで学童デイサービスを利用していただいた方が利用制限によ

り短期入所に移行され、職員の受け入れ態勢も変えたことにより利用が大幅に伸長しま

した。 
【場  所】 

多機能サポートランドさわおとの森を中心に近隣各種社会資源も利用 
【実施日数】 

２４１日実施（月曜～日曜（日曜の宿泊は無、土曜宿泊は１９年 1 月開始）） 
【実利用数】 

実利用  41 人  延べ利用  911 人（1 日平均 3.8 人） 
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4)居宅介護・行動援護・重度訪問介護 （平成１８年 8 月 1 日～平成１９年３月３１日） 

【活動状況】 
介護福祉士等がマンツーマン対応で障害児・者に対して主に社会参加のための移動支

援的なサービスを提供。本人の生きがいと生活意欲の向上や社会体験による自立心の向

上も図れたと思われます。 
また、寝たきり障害者に対しての定期的な入浴介助も実施して、家族の介護労働軽減

にも寄与してきました。 
【場  所】 

利用者自宅及び近隣各種社会資源も利用 
【実施日数】 

５８日実施（月曜～日曜、７：００～２０：００） 
【実利用数】 

実利用  ７人  延べ利用 72 人（1 日平均 1.2 人） 
 

５）市町村事業（平成１８年１０月 1 日～平成１９年３月３１日） 

① 日中一時支援事業  
【活動状況】 

日中一時支援は日帰り短期入所であり、家族に代わって一時的にお預かりするサービ

スですが、学童デイサービスと同じ内容で療育的な要素で実施してきました。 
【場  所】 

多機能さポートランドさわおとの森及び近隣各種社会資源も利用 
【実施日数】 

１２８日実施（月曜～金曜、１：３０～１７：００、平成１８年１０月開始） 
【実利用数】 

実利用  11 人  延べ利用 133 人（1 日平均 1.1 人） 
 
② 移動支援事業 

【活動状況】 
４）の行動援護等と同様な内容で、本人の生きがいと生活意欲の向上や社会体験によ

る自立心の向上も図れたと思われます。また、富谷町と大和町は短期入所の送迎加算と

して移動支援としています。 
【場  所】 

近隣各種社会資源も利用 
【実施日数】 

３１日実施（月曜～土曜、９：００～１７：００） 
【実利用数】 

実利用  9 人  延べ利用 31 人（1 日平均  1 人） 
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２．健常児童に対しての各種福祉サービス事業 （平成１８年 8 月 1 日～平成１９年３月３１日） 
【活動状況】 

利用数は少ないですが、未就学デイサービス利用児の兄弟を同じ時間に受け入れて保

育を実施。家族の育児負担の軽減が図れたと思われます。 
【場  所】 

多機能サポートランドランドさわおとの森 
【実施日数】 

２０６日実施（月曜～金曜、９：３０～１３：００） 
【実利用数】 

実利用  2 人  延べ利用  48 人（1 日平均 0.2 人） 
 
３．介護保険法に基づく居宅サービス事業（訪問介護） 

【活動状況】 
未実施ですが、平成１９年度中に高齢者の訪問介護を実施予定です。 

 
４．前 3 項対象児・者の家族等への支援を行う事業 

【活動状況】 
未就学デイサービスを中心に家族に対しての子育て・療育アドバイスをその都度実施

してきました。障害を抱える家族の育児方法の向上や不安軽減に寄与したと思われます。

また、昨年１０月より言語聴覚士・作業療法士の協力を得てより専門的な相談を定期的

に実施。家族からは大変好評を得ました。 
【場  所】 

多機能サポートランドランドさわおとの森 
【実施日数】 

２０６日実施（月曜～金曜 ９：３０～１３：００） 
【実利用者】 

実利用  15 人  延べ利用  ４００人程度（1 日平均  1.9 人程度） 
【スタッフ数】 

１日平均１人程度 
 
５．その他、地域住民に対しての交流事業（さわおとの森秋祭り） 

【活動状況】 
地域交流の場として、秋祭りを実施。多数の住民に参加していただき地域住民及びそ

の子供たちと利用している障害児・者及びその家族との交流が図れたことと、活動に協

賛していただいた地域住民のボランティアも多数参加していただき、さわおとの森の広

報も兼ね有意義な事業であったと思われます。 
【場  所】 

多機能サポートランドランドさわおとの森 
【実施日数】 

平成１８年１１月１２日（日）実施 
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【実利用数】 
地域住民参加者約３００人、ボランティア約５０人 

【そ の 他】 
愛知揆一財団（県社協窓口）から助成 
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476,000      

会費 476,000      

22,974,518   

学童デイサービス 15,583,374   

短期入所 6,200,689    

居宅介護関係 441,397      

市町村委託事業 552,558      

独自サービス 196,500      

訪問介護(介護保険) -            

6,935,833    

特定求職者助成金等 6,935,833    

4,066,060    

寄付金 4,066,060    

1,429,515    

預金利息 919          

その他 1,428,596    

35,881,926   

23,002,023   

58,883,949   

21,318,395   

役員報酬 1,200,000    

職員俸給 7,987,619    

職員賃金 9,746,292    

職員手当 466,015      

法定福利費 1,918,469    

3,190,313    

報償費 328,204      

旅費日当 69,962       

消耗品費 371,019      

燃料費 94,058       

光熱水費 372,649      

通信運搬費 319,936      

諸会費 71,100       

会議費 10,215       

借入金利息 140,826      

備品費 84,576       

賃借料 480,000      

租税公課 5,600        

渉外費 645,330      

諸経費 196,838      

8,581,284    

報償費 328,204      

旅費日当 69,963       

消耗品費 3,339,166    

食料費 488,474      

燃料費 846,526      

光熱水費 41,406       

保険料 357,380      

賃借料 489,476      

備品費 761,185      

減価償却費 1,859,504    

33,089,992   

2,791,934    

25,793,957   次期繰越収支差額 次期繰越正味財産

前期繰越収支差額 前期繰越正味財産

収入合計

理事長報酬

社会保険・雇用保険・労災保険等

当期収支差額

項　　目 金　額（単位円） 内　　　訳

介護保険の身体介護・生活援助

居宅介護・行動援護・重度訪問介護含む

障害程度区分2想定、食事等含む

 １.会　費

日中一時支援・移動支援・利府町療育相談含む

利用者負担分含む

平成１８年度特定非営利活動に係る事業会計収支計算書

 ４.寄付金

 ２.事業費

Ⅰ.収入の部

契約・パート職員報酬

通勤手当

当期支出合計

 ３.事業費

 ２.事務費

 １.人件費

 ５.雑収入

Ⅱ.支出の部

地域福祉課、労働局、県社協

理事会・総会旅費等日当

事務用品

会計・監査謝礼等

正職員報酬

事務用公用車燃料費等

事務所用灯油・ガス・上下水道等

平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日
特定非営利活動法人　さわおとの森

 ３.助成金

当期収入合計

レスパイトサービス、健常児保育含む

国民金融公庫

備品購入費

土地賃借料

法人租税

事務用電話・インターネット・切手等

研修会費等

理事会・総会弁当

設計士謝礼等

短期入所食材費等

灯油代等

心理判定員・言語聴覚士・作業療法士報償費等

研修会旅費日当、自家用車使用買上費

日用品日等

上下水道、電気代等

施設賠償、公用車車両保険等

コピー機使用料等

ブランコ遊具等購入
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9,835,768

71,610

手許現金 71,610

5,911,765

七十七銀行七ヶ浜支店　№.5271002 3,876,070

郵便貯金　No.18110-30532021 2,035,695

3,778,922

支援費市町村請求 3,084,842

利用者負担金 694,080

73,471

利用者現地費用等立替金 73,471

22,237,417

16,386,834

園舎 16,386,834

2,674,815

給排水電気設備等（園舎本体） 2,674,815

647,248

外塀 647,248

250,020

ルシーダ 250,020

2,278,500

アスファルト舗装 2,278,500

21,000

1,000

東北自動車共済(協) 1,000

20,000

セコム(株) 20,000

293,432

293,432

第1期創立時費用 293,432

32,387,617

1,978,660

1,618,952

平成19年3月分給与 1,618,952

359,708

平成19年2～3月　社会保険 286,148

平成19年1～3月　源泉所得税 54,360

平成19年3月　住民税 19,200

4,615,000

4,615,000

国民生活金融公庫　仙台支店　06-10607 4,615,000

6,593,660

25,793,957

平成１８年度特定非営利活動に係る事業会計財産目録 
平成１９年３月３１日現在

科目・摘要

特定非営利活動法人　さわおとの森

金　額（単位：円）

Ⅰ 　資産の部　

流動資産　

現金

普通預金

建物付属設備

構築物

車輌運搬具

未収入金

立替金

固定資産

土地

投資等

出資金

差入保証金

繰延資産

建物

正　味　財　産

流動負債

未払金

預り金

創立費

固定負債　

長期借入金

負　債　合　計

Ⅱ　 負債の部

資　産　合　計
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9,835,768

現金 71,610

普通預金 5,911,765

未収入金 3,778,922

立替金 73,471

22,237,417

建物 16,386,834

建物付属設備 2,674,815

構築物 647,248

車輌運搬具 250,020

土地 2,278,500

21,000

出資金 1,000

差入保証金 20,000

293,432

創立費 293,432

32,387,617

1,978,660

未払金 1,618,952

預り金 359,708

4,615,000

長期借入金 4,615,000

6,593,660

23,002,023

2,791,934

25,793,957

32,387,617負債及び正味財産合計

正味財産合計

Ⅲ　正味財産の部

2.固定資産

3.投資等　　

4.繰延資産

資産合計

前期繰越正味財産

当期正味財産増加額

Ⅱ　 負債の部

1.流動負債

2.固定負債　

負債合計

科目・摘要

Ⅰ 　資産の部　

1.流動資産　

平成18年度特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表

平成19年3月31日現在

金　額（単位：円）

特定非営利活動法人　さわおとの森
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